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令和元年・区内の火災勝大幅に減少、救急勝増加し春した。

<青葉区の火災件数> <青葉区の 出火原因>

電気機器

ロタコ足配線をしない

□接続部にはこりを溜めない

□破損したものを使用しない

12,154件で、前年と比較して529件増力0しました。
急病によるものが最も多くなつています。

栃 鮒 淵朧瑚1晰 麟1脚
12,554イ牛 12,0251牛 529

彗
一
一押

8,4121牛 7,946件 466
636イ牛 703件 △67
2,429件 2,3741牛 55

1,077{牛 1,O021牛 75

【令不0元年 12月 31日現在】

願躙鞘鯛ア襴)17引鏑    轟
を<ださい。年中無体で 24時間対応しています。|
症状に基づ<緊急性や受診の必要性について、者護師がアドバイスします。
※火災概況・救急概況とも速報値のため、確定値ではありませ 。々
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【救急概況】

青葉区の救急件数は、

救急要請の理由では、

<青業区の救急件数>

【令和元年 12月 31日現在】

<火災予防のポイント>

たばこ

口寝たばこは絶対にしない

□灰皿に吸い殻を溜めない

口火はきちんと始末する

□ごみは収集日の朝に出す

□家の周りを整理整頓し

明るくする

緊急時にはためらわずt

すぐに救急車を呼磁 しよう!!



令和2年青薫匡消賄出欄式を開催し春した J

新春恒例の青葉区消防出初式を 1月 5日 (日 )に開催しました。
第一部は、消防功労者への表彰をはじめ、日本体育大学チアリーダー部による華麗で迫力ある

パフォーマンス、消防音楽隊による演奏及びドリル演技をご覧いただきました。

第二部は、神港鳶職組合の皆さんによる木遣り・纏振込み・ はしご乗りや、消防団による

車両分列行進及び一斉放水、消防隊による消防総合演技などを行いました。

来場された1,500名の区民の皆さまに消防署、消防団の今年一年の意気込みをご披露させ
ていただきました。

今年も火災予防にご協力をお願いいたします。

住宅日賞賢警組器の点像を彿 l●●め

住宅用火災警報器は、経年劣イヒや電池切れにより火災を感知しな<なることがありま
すので定期的に点検を実施し、正常に作動していることを確認しましょう。

警報器本体から下がつているひもを31<、 またはテストボタンを押すことにより作動

を確認することができます。

また、安′bしてご使用いただくために、購入 。設置後 ・

10年を目安に警報器を取り替えましょう。

～ 1年に 1回以上作動点検をしましょうに

:'113懇島基颯11〕
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しんこうとびしょくくみあい きや   まといふりこ

お問い合わせは、青葉消防署 予防課予防1系

丁EL 045-974-0119までご連絡<ダさ
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